






















 

新生児の感染防御機構を考えるに,正期産児においても好中球機能,補体量,NK 活性,抗体

産生能とも成人に比べ低下しており,細菌感染,ウイルス感染いずれの防御機構も十分では

ないといえる。さらに 32 週以前の早産児では正期産児と比べ,好中球機能や NK 活性も低下

し,また補体量や母体からの transportによる IgG量も減少しており,感染防御機構が非常

に低下していると考えられ厳重な感染予防処置が必要であると考えられた。 


